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2023年 12月 1日 

一般社団法人安心ネットづくり促進協議会 

 

 

2023 年度研究支援事業 

研究支援（助成）募集要項 

 

長く続いた新型コロナ感染症も、感染の波はまだあるものの、徐々に一般の疾患に

近づき、行動制限の無い社会に戻りつつあります。しかしながら、これまで３年に亘

り続いた行動制限は社会の構造は大きく変えることとなりました。インターネットを

活用した在宅勤務、学校におけるオンライン授業の活用が急速に進みました。また、

コロナ以前から利用拡大傾向にあったオンラインショッピングは外出制限という環

境下で急激に拡大し、日常生活品から日々の食事のデリバリーまで拡大し、同様にキ

ャッシュレス決済も一般化してきています。すでに日々の生活は ICT を活用するこ

とが前提の社会になりつつあります。一方では、ICT の活用はプラス面だけでなく、

システムへの攻撃、アカウントの乗っ取り、フェイクニュースをはじめ、いじめや誹

謗中傷、不適切投稿、詐欺被害等のマイナス面も指摘され、さらにはフィルターバブ

ルやエコーチェンバーというネットの特性も社会問題視されています。 

 

安心ネットづくり促進協議会では、インターネット社会における、青少年の健全な

育成ならびに保護、高齢者の安心安全に係る活動を進めており、その取り組みの一環

として、この急激なインターネット環境の変化への対応と、これに伴い生じる様々な

問題の解決に向けて、事例研究や調査・検証等実証的な調査研究に取り組んでおられ

る「国内を拠点として研究活動を行う教育機関や研究者」を対象に、2023 年度も下

記の通り「研究支援」を行うものであります。 

記 

１．研究支援（助成）研究  

インターネット社会における、青少年の健全な育成保護、または高齢者の安心

安全に係る諸活動に資する実証的な調査および研究とします。 

 

 [テーマ例]   
  ・ICT機器利用との快適な共生について 

・ICT機器の利用低年齢化の効果と課題 

・ICT機器の利活用と青少年の関係について 

・ICT活用に向けたデジタルリテラシー向上策について 

・スマートフォン利用時間と健康との関わりについて 

・オンラインゲーム等のチャット機能について 

・高齢者の安心安全な ICT機器利用促進について 

・フィルターバブルやエコーチェンバーの社会的影響について 

・生成 AIの活用と影響 

・誤情報、偽情報対策について 

 

   ※上記に限られるものではありません。 

※先進的なテーマにつきましても歓迎いたします。 

 

２．募集対象者 

   国内を拠点として研究活動を行う大学・大学院等の教育・研究機関ならびに 

各種団体等の研究者で、特に年齢は問いません。 
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３．研究期間 

  2024年 4月 1 日 から 2024年 12月 31日 まで（ 単年度研究 ） 

 

４．研究支援（助成）額 

  募集件数 4件。 

※研究支援（助成）額は１件あたり 50 万円を限度とします。 

 

５．研究支援（助成）対象経費 

   研究実施に直接必要な下記費目に該当する経費を対象とします。 

    研究費、旅費交通費、人件費、雑費 

   ※詳しくは、「申請書記入の手引き」をご確認ください。 

 

６．その他の申請条件 

 （１）当該研究の拠点は、日本国内に限ります。 

 （２）申請は、１個人１研究計画に限ります。 

 （３）共同研究の場合は、代表者による申請とします。（共同研究者名を明記） 

 （４）他の助成団体から助成を受ける研究と実質的に同じ内容の研究は、対象と  

なりません。 

 

７．申請方法 

   申請は、所定の書式「2023年度研究支援事業 研究支援申請書」を必ず使用し

「研究経費支出計画書」および「同＜補助簿＞」を添付のうえ、申請受付期間内

に「ＰＤＦファイル」にて E-mail申請してください。 

 

８．申請受付期間 

   2023年 12 月 1日 から 2024 年 1 月 26 日【必着】とします。 

 

９．選考方法 

有識者で構成する安心ネットづくり促進協議会「研究支援審査会議」において、

書類審査（金額査定を含む）を行い、採択の可否を決定します。 

 

10．選考結果通知 

申請に対する採否の結果は、2024年 3月頃に個別に通知します。 

（電話による問い合わせには、応じられません。） 

 

11．本件問い合わせ先 

一般社団法人安心ネットづくり促進協議会 事務局（ 担当：高木 ） 

住所     〒104-0031 東京都中央区新富 2-4-5 ニュー新富ビル４階 

電話     03-6280-4901 

電子メール   info@anshinkyo.jp  

ホームページ  https://www.good-net.jp/investigation/reseach-support/ 

 

以上 

mailto:info@anshinkyo.jp
https://www.good-net.jp/investigation/reseach-support/


3 

 

研究支援（助成）対象に選考された場合 
 

研究支援（助成）決定後の要領につきましては、以下の通りとなります。 
 
１．覚書の締結 

   研究支援に当たり、支援条件や支援（助成）金額等を記した当協議会指定の
「覚書」を、当協議会と締結していただきます。 

２．研究支援（助成）金の交付及び返金 

   決定した研究支援（助成）金は、「覚書」締結後、申請者本人名義のご指定
預金口座に、2024年 3 月末までに振り込みます。 

   なお、決算額が研究支援（助成）金額に満たなかった場合は残額を、また、

研究中止の場合は全額返金していただきますので、予めご承知ください。 

３．報告書の提出 ･･･ 提出時期 2025年 1 月 25日【必着】まで 

  （１）研究成果報告書 
研究期間終了後速やかに「研究成果報告書」をご提出いただきます。 
研究成果報告書は、論文形式でＡ４版１０枚程度を目安とします。 

※ 参考資料や添付資料（ﾃﾞｰﾀ根拠等）に関しては、特に制限はありません。 

  （２）研究概要 
     「研究成果報告書」を、Ａ４版１枚程度を目安に「研究概要」として取り

まとめたものを、「研究成果報告書」とは別にご提出いただきます。 

  （３）会計報告書 

     「研究成果報告書」に合わせて、当協議会指定の「研究支援会計報告書」
に「2023 年度研究支援（助成）支出簿」と「支払いに係る証憑」を添付
のうえ、ご提出いただきます。 

※ 詳しくは、「申請書記入の手引き」をご確認ください 

４．研究成果報告会での発表 ･･･ 実施時期 2025年 2月中旬～3月中旬目途 

当協議会研究発表会（会員勉強会）において、研究成果について発表を行っ
ていただきます。 
上記４．報告書とは別に、「研究成果発表会資料（PPT 版）」の作成をお願い

いたします。（枚数等の制限はありません） 
これとは別に、前項（２）のとおり、最終的な論文形式の「研究成果報告書」

を提出いただきます。 
※掲載時期は応相談（但し、2025 年内を原則とします） 

５．研究成果報告書の公開 

   研究成果報告書については、研究成果の社会還元活動の一環として、研究成
果報告会終了後、安心ネットづくり促進協議会ホームページで公開するととも
に、プレス発表を行います。なお、公開（プレス発表を含む）にあたっては、
当該研究者に公開内容を事前に確認（承諾）いただいた後に、「研究成果報告
書」と「研究概要」の何れか（もしくは両方）を公開します。 

※ 同研究成果については安心ネットづくり促進協議会に帰属するものでは

ありませんが、他所での公開等を行う場合は安心ネットづくり促進協議
会のクレジットを入れていただきます。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

2023 年度研究支援事業 

研究支援（助成）申請書記入の手引き 

 

＜一般社団法人安心ネットづくり促進協議会研究支援事業＞研究支援（助成）金の交

付を申請さる方は、「研究支援（助成）募集要項」およびこの「研究支援（助成）申

請書記入の手引き」をご参照のうえ、「2023 年度研究支援事業 研究支援申請書」（以

下、「申請書」という）を作成してください。 

 

１．申請書記入の注意事項 

 （１）申請書は、所定の書式「2023 年度研究支援事業 研究支援申請書」を必ず   

使用し「研究経費支出計画書」および「同＜補助簿＞」を添付のうえ、申請受

付期間内に「ＰＤＦファイル」にて E-mail申請してください 

 （２）「申請者氏名」は、自署を原則としますが、記名・押印でも可とします。 

 （３）「支援希望金額」については、「研究経費支出計画書」の合計額の千円未満の

端数を切り捨てた千円単位で記入してください。 

    例）研究経費の支出計画合計金額 485,950円 → 485 千円 

 （４）「研究経費支出計画書」（ 含む＜補助簿＞ ）では、経費は研究の実施に直接

必要なものとし、次の費目に振り分けて申請してください。 

    また、申請金額の内訳となる支出の使途・算出根拠は別表「研究支援（助成）

対象となる経費」「記載例」をご確認のうえ、具体的に記入してください。 

① 研究費 

      当該研究に使用する消耗品代、機器レンタル費用、外部調査委託費等 

     ※研究期間終了後も汎用的に使用できる PC等の機器購入は不可とします 

② 旅費交通費 

      当該研究に係る調査旅費、交通費等 

※学会出席など当該研究の直接の目的とならない旅費等は不可 

③ 人件費 

 当該研究に直接必要となる謝金、日当等 

④ 雑費 

      上記①～③に属さない経費（運送費、印刷費等） 

 

２．ご留意いただく事項 

 （１）申請書は返却いたしませんので、ご了承ください。 

 （２）申請後、採否の通知を受けるまでの間に、次の事項に該当することが生じた

場合、速やかに事務局まで連絡してください。 

    ① 所属、住所、連絡先等に変更が生じた場合 

    ② 研究計画（研究経費の支出計画を含む）を大きく変更する場合 

③ 取り下げ事由が発生した場合 

 （３）研究費用の使用が不正と認められる場合、また、１（４）と異なる場合には 

返金を求める場合があります。 
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＜ 別 表 ＞ 研究支援（助成）対象となる経費 

費  目 支援（助成）対象となる経費 支援（助成）対象とならない経費 

研究費 ・制作費、調査費、機械器具レンタル 

 費 

・書籍代、資料購入代 

・外部調査委託費（ｱﾝｹｰﾄ調査等） 

・当該研究で消費する消耗品費 

・その他実験のために要する経費 

・汎用目的のあるﾊﾟｿｺﾝ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

（含むﾋﾞﾃﾞｵ）等の電子機器及び 

周辺機器の購入費 

・所属機関で通常備えるべき設備 

備品や机、いす等の什器類の購入

費 

・研究期間内に使用しない設備備品

及び消耗品等の購入費 

 

 

旅費交通費 ・調査、実験及びﾃﾞｰﾀ収集に必要な     

運賃や宿泊費等〔実費〕 

（調査員の旅費交通費を含む） 

 

 

・調査、実験及びﾃﾞｰﾀ収集時の飲食

代や日当等 

・関係学会等への参加費用 

人件費 ・被験者及びｱﾝｹｰﾄ協力者等に対する 

謝金 

・調査、実験及びﾃﾞｰﾀ収集時の調査員    

に対する報酬 

 

 

・研究者本人（含む共同研究者）、  

研究協力者及び指導者への謝金 

雑費 ・運送費（郵送料を含む） 

・印刷費 

・調査研究で発生した通信費 

（当該費用が特定できる場合）等 

 

 

・所属機関への間接経緯費、各種  

手数料等 

・特定できない通信費 

（電話料、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用料等） 
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     年  月  日 

 

2023 年度研究支援事業 

研 究 支 援（ 助 成 ） 申 請 書 
 

一般社団法人安心ネットづくり促進協議会 

代表理事  新 美 育 文 殿 

所属 
（大学名・学部名 等） 

 

 

 

職位 
 

申請者氏名 

（共同研究者がある

場合は明記） 

フリガナ 

 

                                 印 

連絡先 

（大学等所在地） 

〒 

 

TEL： FAX： 

E-Mail： 

これまでの 

研究・活動実績 
 

 

私は貴協議会作成の募集要項等記載事項に同意して、下記のとおり貴協議会の研究支援を申し

込みます。 

記 

 

研究テーマ 

 

 

研究成果 

提出予定時期 
2025 年 1 月 15 日 

 

支援希望金額（※） 千円 

 ※500 千円を上限とします。 
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研究調査の要旨（100 字以内） 

研究調査の目的・意義 

研究調査の方法・概要 

※本支援事業への応募に際して提出された個人情報は、本人の承諾のない限り、本支援事業の運

営やそれに関連する目的以外に使用することはありません。 
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  年  月  日 

研究経費 支出計画書 
 

一般社団法人安心ネットづくり促進協議会 

代 表 理 事  新 美 育 文 殿  

所属機関名称・役職 

 

                                       

申請者名 

 

                       印 

 

  

貴協議会からの研究支援（助成）金の支出計画について、下記のとおり

報告します。 

記 

＊支援（助成）希望額                円   

＊支出計画額                    円 

 

【 支出計画内訳 】 

費    目 金  額 

研究費 円 

旅費交通費  

人件費  

雑費  

支出計画額 合計  円 

 

※各費目における支出計画の詳細は、別添の「研究経費の支出計画＜補助簿＞」に記載し

ている。 
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●研究費  

日 付 内 訳     金 額 

4 月 5 日  ﾀﾌﾞﾚｯﾄﾚﾝﾀﾙ ************  **個 25,000 

5 月 1 日  書籍 ************ 8,500 

10 月 3 日  書籍 ************ 1,000 

10 月 3 日  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 50,000 

10 月 4 日  *************** 50,000 

2 月 14 日  ****** 40,000 

174,500 

●旅費交通費  

日 付 内   訳   金 額 

4 月 5 日  *********調査旅費 JR 運賃等（大阪～名古屋：往復） 30,000 

5 月 6 日  *********調査旅費 宿泊費 *泊分 56,000 

86,000 

●人件費  

日 付 内   訳   金 額 

5 月 1 日  ******氏への謝金（用件：********、*日分） 40,000 

8 月 3 日  *************** 50,000 

90,000 

●雑 費  

日 付 内   訳   金 額 

9 月 1 日  ******調査資料送料 5,800 

10 月 1 日  コピー代 500 

12 月 8 日  *************** 8,000 

14,300 

2016 年度研究支援（助成） 

支  出  簿 

合 計  

合 計  

合 計  

合 計  

※ 研究期間（ 4/1 ～ 12/ 末）外の支出は不可 

※ 必ず金額を確認して下さい。 
（ SUM 関数が入っています） 

※ 必要に応じて行の高さの調整や、行数の増減を行って下さい。 

※ 品名や題名などを記載して下さい。 

※ 支出簿は、経費を支出する度に記入 

し、 

※ 日付は領収書等に基づいて下さい。 

※ 旅費は、用件がわかるように記載して下さい。 

※ 費目、助成対象経費などは、 

＜別紙＞助成対象となる経費のページでご確認下さい。 

※ 支出金額については、実際に支出した金額を記入して下 

2023 年度研究支援（助成） 
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〔参考〕研究経費の支出計画＜補助簿＞：記載例 

（単位：円）

費　目 使途・算出根拠 金　額

研究費 消耗品（品目、数量、規格、単価等を記入）

書籍代（書籍名、数量、単価等を記入）

小　計 0

旅費交通費 ●●現地調査旅費（場所～場所、○泊○日）

１）運賃　（JR：○○円×△回、地下鉄：：○○円×△回）

２）宿泊費　（○○○○円×△泊）　　　　

小　計 0

人件費 ○○○謝金　（○○○○円×△人×□回）

小　計 0

雑　費

小　計 0

0

2016年度 研 究 支 援 （ 助 成 ）

研  究  経  費   支  出  計  画  ＜ 補 助 簿 ＞

合　　          計

※費目、助成対象経費などは、
＜別紙＞助成対象となる経費のページでご確認下さい。

※支出金額については、実際に支出した金額を記入して下さ

※旅費は、用件がわかるように記載して下さい。

※必要に応じて行の高さの調整や、行数の増減を行って下さい。

 

 

2023 年度研究支援（助成） 



12 

 

  年  月  日 

研究支援（助成） 会計報告書 
 

一般社団法安心ネットづくり促進協議会 

代表理事  新美育文殿  

所属機関名称・役職 

 

                                       

申請者名 

 

                       印 

 

  

貴協議会からの研究支援（助成）金の会計について、下記のとおり報告

します。 

記 

＊支援（助成）額                 円   

＊支出額                     円 

 

【 支出内訳 】 

費    目 金  額 

研究費 円 

旅費交通費  

人件費  

雑費  

支出額 合計  円 

 

※ 各費目における支出の詳細は、別添の「 2023 年度研究支援（助成）支出簿 」に記載

している。 


